
Wayfarerはカスタム仕様

Private and Confidential

Wayfarerシステムはそれぞれの
都市が抱える交通の問題点やさ
まざまな条件に合わせて設計・
施工します。 

Wayfarerシステムの設計工程にお
いて、コンセプト立案と実現可
能性に関する詳細な事前調査を
行います。 

当社が独自に開発したツールを
使って、ルートのレイアウトと
エージェント・ベース・モデル
に基づくシミュレーションを実
施し、 Wayfarerの標準インフラ
要素を組み合わせることで、あ
らゆる要件に対応します。 

公共事業の厳しい審査工程に不
可欠な成果物をご提供します。
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より良い未来のために

都市のために	 交通渋滞、高額な公共事業補助金、スペース不足を解消 

利用者のために	 より快適な移動、低コスト、公共スペースの有効利用 

環境のために	 排出量と環境負荷がもっとも低い公共交通機関 

未来のために	 Wayfarer

Private and Confidential!5



お問い合わせ

Private and Confidential

Mark Seeger 
CEO 
Tel: +1-646-248-1914 
Email: mark@wayfarer.city 

Zachary Zeliff 
System Design and Sales 
Tel: +1-925-357-5578 
Email: zach@wayfarer.city 

Robert De Boer 
GC & Commercial Lead 
Tel: +61-412-424-005 
Email: robert@wayfarer.city 

Nick Gibson 
General Manager, Japan 
Tel: +81-90-1509-2417 
Email: nick@wayfarer.city

この冊子はシステムの概要を示すものであり、具体的なご提案を含むものではなく、すべての重要事項
やすべての内容を完全に網羅するものではありません。また、法的な助言を提供する意図で作成してお
りません。
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Wayfarerと従来の公共交通システムの経済性の比較
経済性を示す要因

CapEx - 車両費（車両定員/時当たり）(US$) 
（5年目製造価格、1車両当たり$18,000）

CapEx 

CapExは80%減

鉄道 乗用車 LRT 地下鉄 
(EU/US)

地下鉄 
（アジア）

バス 
高速輸送

バス

$27,778 $25,600

$15,000
$11,050

$6,000 $5,833 $5,714 $4,500

CapEx - インフラ建設費（車両定員/時当たり1km当たり） (US$) 
（新規インフラ、地上面更地での価格）

鉄道 乗用車LRT地下鉄 
(EU/US)

地下鉄 
（アジア）

バス 
高速輸送

バス

$4,000

$3,000

$2,000
$1,600

$466$600 $450 $400

OpEx - 運行経費（乗客1人1km当たり）(US$ 2016)

OpEx 

OpExは50-80%減

鉄道乗用車 LRT 地下鉄 
(EU/US)

地下鉄 
（アジア）

バス 
高速輸送

バス

$0.89

$0.39
$0.28 $0.24 $0.24

$0.16 $0.11

運用維持費予測の比較

オークランド 
空港LRT

シドニー 
CBD LRT

$0.60

$0.13

$0.72

$0.29 $0.11
$0.06

$0.05$0.20

香港地下鉄 
港島線

60%78%

45%

導入必要空間 
50%減

シュトゥットガルト・ローゼンシュタイン交通システムの 
導入必要空間（市要件、m2）

LRT／バス 
高速輸送

38,170

18,638

乗客の乗り降りに必要なプラットホームの要件 
（乗客10万人をさばくのに必要な面積、m2）

乗用車

1,116,400

7,222

地下鉄

8,624

バス 
高速輸送

7,415
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Wayfarerプロジェクト：総保有コストの一例

規模

設備投資 
CapEx

運用維持費 
OpEx

総保有コスト 
（30年間）

• 小規模システム：1路線全長24km 
• 輸送力：1方向につき3,000-6,500人/時間
• US$ 428M（約470億円） 
• インフラ：$376M（約413億円）、車両：$52M（約57億円） 
• 車両は30年で更新：$260M（約286億円）
• 初年度：US$ 20M（約22億円） 
• 運用費-30年間：US$ 1.35B（約1,485億円）(年率5%の成長を想定）

• US$ 2.03B （約2,233億円）

設備投資借入金返済負担を加味 
利率4%、30年返済の場合

性能で劣るLRTシステムと比べて


差額はU$4.6B 
（約5,060億円）

2,336

6,904

TCO (US$M) (30 year)

（鉄道はすべての設備を先行購入する必要がある）

Wayfarer
Light Rail

Wayfarer

Light Rail

（運用維持費は年成長率5%）

（利用者数は増加しない）

2,059

5,434

TCO (US$M) (30 year)

685

2,046

CAPEX (US$M) (30 year)

20

51

OPEX (US$M, 1 year)

LRT / Wayfarer　実際のプロジェクト総保有コストの比較

!8 注：US$1.00=110円で換算



都市交通システムの比較
横断面の比較

163m2

53m2

LRTLRT
33m2

MRT
13m2

8.3m2
2万人/時間/方向

2.75m

3.0m

3.8m

3.25m

5m

6.5m

16.25m

3.3m

2.5m

65m

効率 
低

効率 
高
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ビジネスモデル

ビジネスモデル

Wayfarerは連合事業体[2]を組
織・運営し、インフラ開発プ
ロジェクト獲得のための競争
力を備えています。
プロジェクトの建設におい
て、 Wayfarerは都市の各窓口
との協議・連携を全面的に管
理します。Wayfarer専用車両の
運用・保守はO&M事業者に委
託します。

Wayfarerが提供

Wayfarer SPV

導入プロセス

車両メーカー

資金提供者

制御システム

Wayfarer  
運営事業者 
メンテナンス

インフラ

土木工事 プロジェクト管理 
エンジニアリング

電気通信 
設備

Private and Confidential

時期 
（月）

1-2

3-6

12

3

18-24

120-360

内容

• CapEx / OpEx / TCO 
(30)


• トップダウンの費用概
算のみ

P20

• ルート決定オプション試験、80%決定、費
用算定


• 一部のオプションはインフラ次第とする

• 具体的な設計・インフラコンセプトの費用
算定 (P50)

• ボトムアップ

• 要素x数量ベース

• オプションについては
一部不確定

P60

• 詳細図面

• 調達・施工準備

• すべてのオプションの最終判断

• 地質工学調査完了

• 具体的な設計完了、費用算定

• すべての要素につきボ
トムアップコスト算定


• サプライチェーン確認

• 試験トラック含む

P90

• 土木工事請負業者、E&Mサプライヤーの決定、契約

• 前のステージと同時進行も可能 P90+

• 土木工事、E&M設備設置

• 車両納品

• コンプライアンス

• 設計変更の管理

P90+
• 契約締結完了

• 予算外の主な要因は設
計変更と適合外

• 収益事業

• 問題点の洗い出し

• 一般的なピーク時／オフピーク時の需要

• 利用者層

• 対象地域

• 競合比較分析（WF、LRT、BRT等）

• 乗り継ぎ

• 各種制約

• ラフなシミュレーション

• 複数ルートの検討

• 主要ポイントのイメージ図
• 運行コンセプト

• ルート想定シミュレーション

• 3Dルート

• イメージ図、動画

• 試験トラック用用地決定

• 高精度な図面
• インフラ総合設計

• 試験トラックの費用算定、設
計

• 試験実施、特に不足箇所と復
旧管理


• 運行準備

• 設備運転準備

Stage 6 

運行

Stage 5 

建設、委託業者選定

Stage 4 

調達

Stage 3 

詳細設計

Stage 2 

実現可能性

Stage 1

コンセプト

費用パーセンテージ
[1]

[1] 最終コストに対する概算額の割合
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